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■はじめに 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

 

豊橋市長の佐原です。今日の「道」分科

会を担当させていただきます。よろしくお

願いいたします。最初に、事務局からの説

明をお願いします。 

 

事務局 

それでは、前年度の議論について、確認

をさせていただきます。前年度の「道」分

科会では、第１期の重点プロジェクトを総

括し、第２期に向けての方向性が議論され

ました。 

１つ目、震災以降、防災の面、地域の連

携という点で道路の重要性が再認識されて

５ 「道」分科会 要旨 

   San-En-Nanshin Summit 2012 in Higashimikawa 



- 23 - 

いる。新しい意識で「道」をとらえなけれ

ばならない。 

２点目、単に道路整備を要望するだけで

はなく、三遠南信地域の骨格として、また

国全体の中で、なぜこの道路が必要なのか

という点を訴えかけていかなければならな

い。 

３点目、道路の整備と同時に、それを活

用した住民交流、観光連携などを推進して

いかなくてはならない。こうした方向性が

出されたわけでございます。 

前年度の議論を引き続きまして、今回さ

らに発展的なご議論をいただきたいと思い

ます。そこで今回の議論のテーマですが、

新東名高速道路、三遠南信自動車道など、

三遠南信地域連携ビジョンに掲げました交

通基盤の整備が着々と進みつつあります。

こうした現在の進捗状況や今後の展開につ

いてご議論をいただくため、「県境連携を促

進する地域基盤整備の状況と展望」を今回

のテーマとして設定しました。 

 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

ありがとうございました。続いて、三遠

南信自動車道の整備状況と効果につきまし

て、国土交通省浜松河川国道事務所長の天

野邦彦様から、お願いいたします。 

 

■報告 

国土交通省中部地方整備局 

浜松河川国道事務所 天野邦彦所長 

浜松河川国道事務所長の天野と申します。

本日の機会をいただき、ありがとうござい

ます。三遠南信自動車道の整備状況、鳳来

峡 IC（インターチェンジ）から浜松いなさ

JCT（ジャンクション）までの間の供用に伴

う効果について、当事務所でまとめた結果

についてお話しします。 

まず、中部地方の高規格道路網について

の資料です。４月14日に新東名高速道路の

静岡県の区間が開通しました。東名、中央

自動車道、名神、伊勢湾道路と幾つか既に

道路ができていますが、全国的な道路の繋

がり、あるいは中部地方における重要な道

路の繋がりを考えたときに、ネットワーク

として繋がっていることに意味があります。

国土交通省では、未だに繋がっていない部

分をミッシングリンクとして幾つか挙げて

おります。三遠南信自動車道は、重要なミ

ッシングリンクと目されています。三遠南

信自動車道がすべて繋がれば、東名高速、

新東名、東名、中央自動車道を繋ぐ効果も

あります。今まで大きな高速道路と繋がり

がなかった地域の重要な足になると期待さ

れているわけです。また、新東名の浜松い

なさ JCT から豊田東 JCT までの区間もミッ

シングリンクだと考えておりまして、三遠

南信地域では、この２つが繋がっていない

道路と考えております。 

全体の進捗状況ですが、三遠南信自動車

道は、中央道の飯田山本 IC から、新東名の

浜松いなさ JCT までの約100キロメートル

を繋ぐ高規格道路です。北側から飯喬道路

１工区という部分が既にできております。

２工区が現在事業中の区間です。２工区は、

西側が平成27年度、東側の半分が平成29年

度に開通する予定になっております。次に

第３工区があり、現在調査をしているとい

う状況です。 

小川路峠道路は現在供用されている区間

です。そこから青崩峠道路までは現在の国

道152号を活用しようということで、現道活

用区間となっています。青崩峠道路につき

ましては、工事用の道路の着手が行われる

予定になっております。その南、静岡県に

入りますが、浜松市の仮称水窪北 IC から仮

称佐久間 IC、この区間については、現道活

用区間にはなっておりますが、本年度から

計画段階評価を進めるための調査を実際に

始めております。 
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浜松河川国道事務所では、仮称水窪北 IC、

仮称佐久間 IC 間の調査、さらに南の部分の

事業を実施しています。仮称佐久間 IC から

仮称東栄 IC の間が、平成30年度の開通を目

指して事業を進めております。さらにその

南側、仮称東栄ICから鳳来峡ICの区間は、

おおむね10年ぐらいを目処に供用につなげ

たいということで、現在、事業を実施して

いるところです。鳳来峡 IC から浜松いなさ

JCT 間の13.9キロが既に供用開始をしてお

ります。新東名の開通と、三遠南信自動車

道の開通はほぼ同じ時期になっております。

現在、新東名は御殿場 JCT から三ヶ日 JCT

までが開通しており、三遠南信自動車道は、

浜松いなさ JCTから鳳来峡ICまでが繋がっ

ている状況です。 

三遠南信自動車道は、鳳来峡 IC から浜松

いなさ北 IC までが今年の３月４日に開通

し、その１ヶ月後の４月14日、新東名の開

通に合わせて、浜松いなさ北 IC から浜松い

なさ JCT までの間が開通しております。開

通してからどの程度、車が走っているかを

説明した資料です。東名と繋がったことで、

それまで１日当たり大体1,600台走ってい

たものが2,300台、特に休日では2,400台が

3,600台で、全体として４割程度増えていま

す。道路というものは途切れ途切れにでき

ても仕方がなく、大きなネットワークの中

の一部として繋がって、初めて効果が出て

くるということが、データから分かります。

三遠南信自動車道を、予定どおりつなげて

いくことが重要だと理解されます。 

開通に伴って社会的な効果というのが出

ておりますが、特に、観光という観点があ

ると思います。信州新野千石平という道の

駅がございますが、お客さんがどのように

増えてきたかということを棒グラフで示し

ています。３月４日に三遠南信自動車道が

単独で鳳来峡 IC から浜松いなさ北 IC まで

開通したときは、その前の週の日曜日に比

べてお客さんはそう変わらなかったです。

ところが新東名と繋がった後は、お客さん

が一気に2.6倍に増えています。道の駅の運

営をされている方のご意見ですが、三遠南

信自動車道、新東名の開通で、例えば静岡

市から来る場合に、１時間程度移動時間が

短縮したと。非常に便利になったというこ

とで、お客さんも順調に増えているという

声を聞いております。 

また、芝桜で有名な豊根村の茶臼山高原

で、芝桜祭りの来場者数を昨年と今年で比

較しますと、大体２割ぐらい増えておりま

す。観光バスで来られる方が多いのですが、

特に関東から来られた方が４倍ぐらい増え

ており、広域からの人を集めることが可能

になっています。観光バスの運転手さんの

声として、国道257号経由で来る予定だった

けれども、新しい道路を使って非常に便利

になったということも聞いております。 

引き続き、観光の面ですが、以前は、浜

松の方から信州の方に行こうとしたときに、

中央自動車道を使って往復のコースをとる

のが常であったのですが、開通後には行き

は三遠南信自動車道で、帰りは中央道で帰

ってくることができるようなったと聞いて

います。また、浜松の方から東栄のほうに

行く奥三河バスツアーをやっておられる観

光会社の方の声としては、途中山間地を走

りますと時間がかかるので、トイレ休憩が

必要だったのですが、時間が短くなったの

で、その必要はなくなり、観光地のところ

で使う時間に40分ぐらい余裕が出たという

ことで、観光の質が上がっているというこ

とも分かりました。道路の開通により、観

光客の量が増えるのとあわせて、質的な向

上もできたということです。 

次は日常生活についてです。東三河に住

んでいる方が、医療や余り普段買わないよ

うなものを買うとか、そういったときに、

やはり近傍の大都市である浜松や豊橋に行
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く場合が多い。そういったときに、非常に

時間が短縮できたということで、生活の利

便性が向上したと言われております。 

さらに、医療の話です。例えば、東栄病

院、奥三河の非常に重要な医療機関ですが、

専門外来は都市部の大病院から派遣されて

いる非常勤のお医者さんで対応されており、

さらにお医者さんだけではなくて、看護師

も不足傾向になっているということです。

今回、この三遠南信自動車道ができたこと

で、浜松医大、豊橋ハートセンターといっ

たところから派遣されているお医者さんも

非常に早く来られるということで、現地で

の診療の時間を延ばすことができ、看護師

の方も大きな街から通勤が可能になったと

いうことで、地域の医療にも役に立ってい

ると言えます。特に救急医療については、

時間の短縮効果が大きく出ていると考えて

おります。重篤の救急患者の方を、浜松医

大、豊橋、豊川の３次救急ができる医療施

設に搬送するということがあります。それ

ぞれ短縮効果を見ますと７分から17分とい

うことで、救急医療にとって時間は非常に

大切です。時間の短縮という面で救急医療

にとって大きな効果を示していると考えて

います。また、供用した三遠南信自動車道

は、山間部の中でも非常に線型がいいもの

ですから、非常に走行性が向上しました。

道を曲がったときに体が動くというような

ことが少なく、患者さんや運転手の負担が

減っている。走行の質も向上したと言えま

す。 

次に、産業に対する効果を示しておりま

す。例として、東栄町にある工場で、工場

の製品輸送に関してどれだけ効果があった

か、グラフで示しています。三遠南信自動

車道ができる前、例えば、湖西市から輸送

したときに、荷造りから始めて平均７時間

15分かかっていました。これが５時間45分、

すなわち１時間半短縮になったということ

を聞いております。走行時間自体が30分減

ったというのがありますけれども、山道の

曲がりくねった道ではないので、荷づくり

自体を簡略化することで、もう30分減らす

ことができたと。さらに常に安定して同じ

時間で着けますから、余計な時間を見積も

らなくていいということで、余裕時間も30

分減らすことができたということで、合計

すると１時間半だということで、これだけ

の効果があるというように聞いております。

やはり道路というのは単に早く着くだけで

はなくて、安定した走行性が必要だという

ことです。あるときは混んで時間がかかる

とか、そういうことがない。非常に安定し

た道路になったということが、道路の効果

としてあって、最終的に１時間半も短縮で

きたというものです。常にジャストインタ

イムで、物を納入しなければいけない。信

頼できる道路が、重要だと考えております。 

以上、三遠南信自動車道の現状、事業の

進捗状況、その効果についてお話をしまし

た。 

最後に補足ですが、国道473号の天竜川に

かかっている原田橋のケーブル部に破断が

見られたため、４月から２カ月ほど通行止

めなりました。これにあわせて見名トンネ

ル、太和金のトンネル内の崩落事故があり

ました。山間部では近年とりまく自然環境

等が過酷となる傾向があり、道路が機能し

なくなることによって地域の交通、生活に

負担を強いるということがあります。今回、

三遠南信自動車道は災害にも強い道路とし

てつくっていきます。冗長性を持たせるこ

とで、あるところで通行できなくなっても、

他の場所から通れるというような形で、災

害時のバックアップ体制ができるように考

えております。 

最後に、今後の開通予定です。仮称佐久

間 IC―仮称東栄 IC 間が平成30年度に開通

の予定です。新東名は平成26年度に豊田東
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JCT と浜松いなさ JCT の間ができるという

ことになっております。さらに三遠南信自

動車道の北側、天龍峡 IC から龍江 IC の間

が平成27年度、龍江 IC から飯田東 IC まで

が平成29年度の開通予定というようになっ

ています。ご清聴ありがとうございました。 

 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

どうもありがとうございました。続きま

して、愛知県三河港務所長の浅野様から、

ご報告をお願いいたします。 

 

愛知県三河港務所 浅野所長 

皆様、こんにちは。紹介いただきました

愛知県三河港務所の浅野と申します。三河

港の利用状況、施設の整備、取り組みや計

画についてご説明をさせていだたきます。 

三河港は昭和37年に西浦、蒲郡、豊橋、

田原の４港を統一して誕生しました。その

２年後、39年に重要港湾に指定され、名前

がついて今年がちょうど50歳、２年後が重

要港湾指定50周年になります。蒲郡、豊川、

豊橋、田原の４市にまたがる周囲約80キロ、

面積132平方キロメートル、日本のすべての

港湾の中で第８位と、かなり大きな規模の

港です。三河港務所が所管する施設ですが、

公共の岸壁、荷を積んだり荷さばきをした

りする場所、航路、臨港道路、港湾区域内

の道路、緑地、それから三河港の中の漁港

も、３港ほど所管をしております。また、

国定公園に囲まれ、豊かな自然と広大な水

域をもっており、海洋ヨットハーバー、大

型リゾート施設であるラグーナ蒲郡、大塚

海浜緑地、三河の臨海緑地といった交流施

設も整備をしています。 

それでは港の利用状況をご説明します。

三河港の主要貨物は、完成自動車で、国外、

国内を合わせたすべての取り扱いの貨物の

69％が完成自動車です。臨海部のトヨタ田

原工場を始め、岡崎の三菱自動車、湖西の

スズキ自動車等、世界を代表する自動車産

業が集積しており、輸出は台数、貿易額と

も全国３位、特に輸出については、日本全

国の輸入車の４割がこの三河港を利用して

います。平成５年から19年連続で全国１位

というすばらしい実績を納めております。 

資料にあるのは、三河港の取り扱い貨物

を示したものです。平成20年のリーマンシ

ョックの影響で、翌21年は大幅な減となり

ました。翌年は多少回復しましたが、東日

本大震災、タイの洪水、急速な円高の影響

で、輸入以外はすべてマイナスとなり、全

体では13％の減になりました。しかし、最

近の状況としては、輸出額で対前年の同月

比で９カ月連続の増ということで着実に回

復しております。ただ、尖閣列島等を始め、

対中国の問題の先行き懸念が予想されると

ころです。 

次に、三河港のコンテナの取扱量をあら

わした資料です。取扱貨物の大幅な減の中

でも、22年をわずかに上回り、過去最高を

更新するという状況です。来年度からは新

たにウラジオストクへの新規航路が開設さ

れるということで、大幅な伸びを期待して

います。 

次に、三河港の整備方針についてです。

産業・物流の拠点、環境の保全・再生、安

全安心で災害に強い港湾整備という３つの

柱を軸に事業を進めています。今年度の事

業について、ご紹介をさせていただきます。 

最初に蒲郡地区です。ここは水深11メー

トルの公共埠頭の岸壁を整備しています。

入港船舶が大型化し、岸壁の整備が求めら

れておりまして、全体で570メートルの埠頭

を計画していますが、暫定的な整備を早急

に進めているところです。570メートルのう

ち240メートルを今回整備し、この区画を平

成26年には工事を完了させるため、鋭意進

めているところです。主に岡崎の三菱自動

車の荷出しの埠頭になると考えております。 
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次に御津地区です。県の企業庁が実施し

ている、御津の１区埋め立てにあわせて、

公共埠頭を整備するものです。岸壁、物揚

げ場は既に完了していますが、今年度は航

路浚渫（しゅんせつ）をやっております。

この工事で発生した砂を、海底のほうに覆

砂して、ヘドロなどを覆う形で、苦潮、青

潮対策にも取り組んでいます。 

次に、豊橋市の船渡地区の岸壁の老朽化

に伴う補修についてです。来年度には完了

させるべく、大規模補修を進めております。

船渡地区の北側の三河港 IC の部分、海岸部

の耐震対策事業です。海岸堤防の液状化対

策として、平成19年度から事業を開始し、

26年度の完成を目標に、工事を今進めてい

るところでございます。 

三河港務所ではこうした施設の整備の改

修といった、ハード面と並行してソフト面

の取り組みも進めています。本県は沿岸部

での津波高潮対策として、昨年度から県の

防災局と連携し、有識者の方々による検討

会を設けて検討を進めております。今年度

は、どういう影響が出るのかというシミュ

レーションをもとに、市町村のハザードマ

ップ作成支援のための高潮浸水予想図を作

成する予定です。地震、津波については、

防災局のほうで進めており、これらを合わ

せて、ハード、ソフトの適切な組み合わせ

による減災、防護対策の検討をしていく予

定です。 

もう一つのソフトの取り組みとして、三

河港の振興も私どもの仕事です。港湾利用

者の意見を反映させた効率的な施設整備と

利用の促進、いわゆるポートセールスを実

施しております。これまでご要望のあった

ものを挙げますと、岸壁や道路の整備は当

然ですが、意外にＣＯ２の削減、環境問題、

環境対策も一つ大きな柱になっており、企

業にとって関心が高い状況です。地域の産

業や経済、生活文化を支え、さらには災害

時の安心安全を確保する上では、基盤とな

る道路ネットワークの整備とともに、この

ネットワークと海の拠点、港、三河港をし

っかりと結節して、物流の基盤構築をする

必要があります。 

当地域では、東西方向の幹線道路という

のは整備される目処がついていますが、ま

だ南北方向の幹線道路の整備は弱いと。こ

れから整備を進めていただく必要があるよ

うに思います。東海環状の一部区間が開通

したことで、三河港と奥三河を結ぶ時間距

離が20分程短くなり、ロジスティックの線

と点を有機的に組み合わせたネットワーク

を組むことが、いかに大事かが分かると言

えます。縦の線としての三遠南信自動車道

の早期整備、浜松三ヶ日・豊橋道路の早期

整備をさらに進めていただきたいと、しっ

かり声を上げていきたいと考えております。 

資料は、豊橋市の企業が20フィートのコ

ンテナ貨物を上海まで輸送する場合のコス

トの試算です。ＣＯ２を金額勘案したもの

も含めていますが、総コストで名古屋港を

使うよりも２割以上、三河港を使っていた

だいたほうが安いと。あくまでオーソライ

ズしていない三河港務所の試算ですが、そ

ういう結果になります。これまで企業ヒア

リング等でも、背後圏に立地する企業の外

貿コンテナは、ほとんどが名古屋港を使っ

ています。経由コスト、輸送コストの比較

等を踏まえ、三河港の利用促進を図りたい

と考えています。 

最後に港湾計画について説明します。物

流の産業機能、人流交流機能、環境生活機

能、安全防災機能という４つの柱を軸に計

画しております。この計画は、三河港の自

然環境に配慮した六条潟の保全、貧酸素を

進めないようにできる限り配慮しつつ、地

域の要請や港湾整備の選択・集中、ある程

度見込みをつけながら優先度の高い港湾の

強化を図るべくつくったものです。 
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最後になりますが、三河港は「世界に繋

がるゲートウェイとロジスティクスパー

ク」をという目標に向けて、港湾機能の充

実に努めるとともに、関係各位と協働して

ポートセールス等に取り組み、活性化を図

っていきたいと考えております。 

昨今の港湾を取り巻く環境は、国際競争

力の強化、テロ等への保安対策の強化、環

境問題といった社会的な要請に加え、東日

本大震災以後の防災への対応と、大きく変

化しています。先行きの見通しづらい社会

経済情勢の中で、ニーズに的確かつタイム

リーに対応するには、皆様のご理解とご支

援が不可欠です。皆様のご支援をいただき

ながら、重要港湾からのステップアップを

目指したいと考えておりますので、皆様、

三河港をよろしくお願いいたします。どう

もありがとうございました。 

 

■意見交換 

 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

ありがとうございました。それでは、二

つほど論点を設け、意見交換に移ります。 

一つは、実際に道路を使用する立場から

見た交通基盤の整備、計画状況とその整備

効果。つまり整備によってどのような効果

が生まれているのか。または将来どのよう

な効果を期待しているのかという点につい

てです。 

二つ目は、整備効果を高めるためにＳＥ

ＮＡ構成員及び関連組織が連携して取り組

む課題というのは何だろうかという、その

二つの点について、それぞれの立場からご

意見をお聞かせいただきたいと思います。 

 

浜松市議会 鈴木議長 

浜松市議長の鈴木浩太郎です。二、三意

見を述べさせていただきます。 

浜松市は1500平方キロという大きな市で

ありまして、山間部も多いわけです。原田

橋の件もありましたが、中山間地は、一つ

道路が壊れる、あるいは橋が通れなくなる

と一挙に孤立してしまいます。そういう観

点からも三遠南信自動車道を早く完成をし

てほしいと思っているところです。 

効果としては、鳳来峡 IC まで開通したこ

とで、緊急車両で病院へ搬送できる。そし

て命を救われた方もいるわけです。一刻も

早く開通をしていただきたいと思っていま

す。特に浜松市は、浜松医大、医療センタ

ー、三方原聖隷等々病院が充実しておりま

す。いかにそこへ速く運ぶかということが

肝要です。 

三遠南信道路は、縦軸をきちんとつくっ

て新東名、東名へのアクセス道路的な考え

方を持ってもいいのではないかと。いわゆ

るインターチェンジ、あるいはジャンクシ

ョンへ来れば横の連携がとれますから、磐

田、掛川もそうですし、山の方面、あるい

は海の方面と連携をとれるわけですから、

三遠南信自動車道を縦軸として横の連携が

東名関係だというような見方で、国のほう

も見ていただければありがたいと思ってい

るところです。 

それから、三ヶ日・豊橋道路ですが、三

河港からウラジオストクへ便が開通すると

いうことですが、私も以前、三ヶ日のミカ

ンをロシアへ輸出しようとトライをしたこ

とがありまして、なかなかこれがうまくい

かない話で、今回こういうことが行われる
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ならば、農産物をウラジオストクへ持って

いっていただければ、そこからまた販路が

広がるのではないか。そういうことが産業

の進展につながると思っているわけです。 

ぜひ、まちを挙げて、あるいは連携の中

で一刻も早くこの道路を完成するように努

力したいと思っております。 

 

豊橋市議会 近田議長 

豊橋市議会議長の近田明久でございます。

交通基盤の整備の状況ですが、名豊道路は

豊橋、浜松圏と名古屋圏を結ぶものでござ

いまして、現在、豊橋東と豊橋バイパスの

整備が進められております。今年度末には

東細谷 IC から豊川の東三河 IC にかけての

区間が、暫定２車線で開通する予定となっ

ております。しかしその先の蒲郡バイパス

の供用区間がまだでき上がっておりません。

西三河では岡崎バイパス、知立バイパス等

の全面開通されている中で、早期開通に向

けて、一層の事業が進められていくものと

思っております。 

また、三遠南信道路も、本年３月に鳳来

峡 IC から浜松いなさ北 IC の区間が開通し

て、本年４月の新東名高速道路の開通とあ

わせて東三河と遠州との繋がりを強化する

上での大きな一歩になったと、そんな思い

がしております。 

次に効果ですが、国道23号名豊道路は、

遠州から名古屋にかけての国内有数の産業

集積圏を東西に結びつけるもので、地域産

業の競争力強化、国道１号線の渋滞緩和、

市街地への通過交通の抑制などにも寄与し

ています。 

また、本年、新東名高速道路の供用に合

わせまして、浜松いなさ JCT から浜松いな

さ北 IC の区間が開通して、さらに鳳来峡

IC に繋がったことで、東三河の北部への広

域アクセスが飛躍的に高まりました。東三

河では既に集客効果が現れている観光施設

等もあると伺っております。 

整備効果をさらに高める上で、防災の面

から、東三河には港がございます。例えば、

港からの救助、物資等の陸揚げ、そういう

面も考えますと、港を中心としていろいろ

なところに運ぶ、そういう道も考える必要

があるのではないかなと。そういう意味で

も三遠南信、浜松三ヶ日・豊橋道路建設促

進議員協議会としてこの道路の建設促進、

あるいは早期実現化に対し要望活動をして

おります。こうした取り組みを今後行政と

経済界と連携しながら一体的に取り組んで

行く必要があるだろうと、そんな思いでご

ざいます。 

 

飯田市議会 上澤議長 

三遠南信自動車道の第３工区は、まだ明

確に示されていない部分なので、一刻も早

く全通するようにお願いをしたいと思いま

す。また、青崩道路は、近々本工事着工の

予定だとお聞きしておりますので、大きな

期待を寄せております。特に遠山郷と言わ

れる地域は、大きな観光資源を持っていま

すが、過疎化、高齢化が進んでいます。浜

松とトンネルを通じて、同時に水窪、佐久

間道路が開通すれば、一本の道になるわけ

ですから、ぜひお願いをしたいと思います。 

また、リニア中央新幹線の関連ですが、

南信州地域ではＪＲ東海が2027年にリニア

中央新幹線の開業を目指しています。昨年

の９月に環境影響評価方法書が公表され、

現在は各種の調査が行われております。中

間駅を当地域に設置することが決まってお

り、３キロ幅のルート帯と５キロ円の概略

の駅の位置が示されています。ルートや駅

位置の詳細は環境影響評価準備書において

公表するとＪＲ東海も表明をしております。

公表は来年の秋以降としています。 

三遠南信自動車道の整備効果については、

飯喬道路の第１工区開通が開通し、これに



- 30 - 

よって、救急患者の搬送時間が５分から10

分短縮されました。１分１秒を争う救急患

者の命が助かるということで、道路開通の

効果を目の当たりにしております。一刻も

早く全通を望むものであります。また、天

龍峡 IC 周辺では企業立地も進めておりま

すし、名勝天龍峡や下條村の道の駅も開通

によって観光客が増えているそうです。 

整備効果を高めるための取り組むべき課

題ですが、産業振興と合わせ、東日本大震

災で高規格道路が緊急輸送道路として使わ

れた教訓を踏まえ、東南海地震の発生が危

惧される中で、早期にミッシングリンク解

消の運動を展開する必要があると思ってお

ります。飯田市議会としても「三遠南信、

浜松三ヶ日・豊橋道路建設促進議員協議会」、

28市町村450名の議員の総意をもって要望

活動等を強めていく必要があると考えてお

ります。リニア中間駅と三遠南信自動車道

とをあわせた地域づくりを、ぜひ進めるべ

きだと考えております。 

 

新城市 穂積市長 

新城市長の穂積でございます。三遠道路

並びに新東名の引佐、御殿場間の開通によ

り、生活面、産業面、観光面、救急消防面

で、劇的な変化が及んでおります。新城市

は三遠道路、新東名の恩恵を両方とも受け

る地域で、それを実感しているところです。

新東名では新城 IC から豊田へ抜ける道が

平成26年度に開通予定です。インターチェ

ンジ周辺の整備、観光交流事業の強化等々

に取り組んでいるところです。 

新東名、三遠道路の開通を経て、わずか

三遠南信自動車道の13キロでありますけれ

ども、首都圏にも及ぶ交通の変化を呼び起

こしています。道路行政というのも、自治

体の中の、自分たちも通過のところに目が

行きがちですが、影響が広範囲に及ぶ、マ

イナスの影響も及びますので、自治体の枠

を超えた連携をしなければならないと思っ

ております。 

前回サミット以降の変化を申し上げると、

新城と北設楽の４市町村で、浜松三ヶ日・

豊橋道路の期成同盟会に参加をさせていた

だくことになりました。私どもの区域には、

直接この道路は通らないのですが、三遠南

信自動車道と東名の連絡道路が通過したこ

とで、山間部と沿岸部、特に三河港との直

結の道が視野に入ったところから、ぜひ加

わらせていただきたいと申し入れたところ、

快く受け入れていただきました。今後、三

遠南信道路の大きな課題は、リニアの新幹

線の開業時期が既にほぼ固まっていて、順

次進んでいきますが、そうしたときに三遠

南信自動車道は、その時点では恐らく全通

していない。それをどういうように早めて

いくか。地域全体の結束力、政治力を高め

て、リニア新幹線の影響を組み込んだ三遠

南信道路の整備促進計画を進めていく必要

があると思っています。 

基調講演で大西先生が、人口減少、国際

化、アジア化の中での変革を提起されまし

たが、国民の活動の密度を高めていく以外

には、人口減少社会の中で活力を高めてい

くことはできないと思いますし、ミッシン

グリンクの解消、移動に伴う無駄の解消、

効率性の向上、こういう点からも三遠南信

自動車道、三ヶ日・豊橋道路、三河港の整

備まで入れて、沿岸部と山間部、そしてこ

の三遠南信地域全体の発展のために、でき

るだけ幅広く連携と協働をしていかなけれ

ばならないと思ったところです。 

 

田原市 鈴木市長 

田原市長の鈴木でございます。今回の三

遠南信のサミット、20年間の地域を挙げて

の取り組みが今日の三遠南信自動車道の整

備につながったと感じております。一方で

は、新東名も将来が見えてきたなと思って
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おります。ですが、渥美半島は30年来余り

道路の整備が進んでおりません。これで新

東名ができますと、高速道路のインターに

１時間で行けない地域は渥美半島の半分と

いうことになります。その辺は、ぜひ将来

に向けて皆様方のお力をお借りしたいと思

います。 

将来に向けて一番心配しておりますのは、

東西軸はこれだけ整備できた。しかし三遠

南信地域の一体化、またポテンシャルを生

かすためには、南北軸、これがあって初め

て完成すると思っております。東西軸が整

備されて三遠南信自動車道、浜松三ヶ日・

豊橋道路が続いていかないと、三遠南信地

域が分断されてしまうのではないかという

心配をしております。骨格となる南北軸と

いうのは、三遠南信サミットで共通認識と

して取り組んでいく必要があると思ってお

ります。農業、工業の指標は、都道府県と

比較しても、６位、７位の経済力を持って

いる地域です。もし、三遠南信地域が県で

あれば、もっと基盤整備が進んでいるとい

う気がしております。 

昔は三遠南信伊勢ということで、伊勢湾

口まで含めて、三遠南信自動車道と伊勢ま

でターゲットになって取り組んできたのが

最初です。観光は特に伊勢まで視野に入れ

なければいけないと思いますし、道州制が

できれば、この三遠南信伊勢というのは必

要不可欠な、基盤となる道路、次の世代に

夢を与える道路だと思っております。共通

認識として、今後とも目を向けていただけ

ればありがたいと思っております。 

また、田原市は上伊那郡の宮田村と友好

交流しており、三遠南信自動車道ができれ

ば交流が深まると思います。そのため、早

い整備を願っているものでございます。 

 

東栄町 尾林町長 

東栄町長の尾林克時でございます。３月

４日に鳳来峡 IC が開通したんですが、東栄

町の玄関に当たります。本当に恩恵を受け

ているなと心から感謝を申し上げたいと思

います。東栄町から南に新城、豊川、東名

を使って名古屋に行くルートと、稲武町、

足助を通って名古屋へ行くのと、ちょうど

２時間半で大体時間が同じでございました。

今回、三遠南信が開通してからは、１時間

40分ぐらいで行きますので、ほとんど三遠

南信、東名を使って名古屋に行くというル

ートに変更をしました。本当に道路一本で、

これだけ地域が変わるのかと。運転してい

ても心も弾みますし、展望が開けたなと。

これを機会に町民一丸となって地域づくり

をしてまいりたいと思っております。 

また、整備効果としては、とうえい温泉

には年間18万人の方がお見えになりますが、

それも２割ほど入り込み客が増えておりま

して、目に見える効果だと思っています。 

三遠南信自動車道の鳳来峡 IC から東栄

IC の間は、本年の２月から初めて16億円の

予算化をしていただきました。先が見えて

きたなという感じがして、大変ありがたく

思っております。それに伴いまして、東栄

町から名古屋にも１時間半、浜松にも１時

間半ということで、分譲地、空き家等を紹

介し、定住政策を図っていきたいと考えて

おります。将来、地域全体がともに発展を

していけるように、連携、交流を深めてま

いりたいと思っております。 

 

豊根村 伊藤村長 

豊根村長の伊藤でございます。道路が開

通することで、地域が大きく変わってきた

のは事実でございます。茶臼山高原方面の

観光客が圧倒的に増えたのは、道路のおか

げだと思っております。一昨年は、伊勢湾

岸自動車道と東海環状自動車道が接続した

ことで、大阪、関西方面から多くの方に来

ていただいたというお話をしました。この
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３月、４月に新しい道路が開通したことで、

茶臼山高原は関東方面からのお客さんが４

倍に増えたと発表していただいたわけです。

道路によって、地域がこんなに変わったの

かと痛切に感じた数カ月でした。 

その中で、一通過地点ではない地域にな

るためには、自分たちで地域を守り、発展

させていくかが大きなポイントと思ってお

ります。豊根村から東海環状自動車道の豊

田勘八 IC まで1時間20分ぐらいで行けます

し、中央道で行きますと飯田山本 IC まで1

時間ぐらい。今の三遠南信自動車道が40分

ぐらい。便利のいい地域になりました。私

どもも都合が良くなることに加えて、やは

り観光客が来やすくなったと。 

同時に観光と交流を通じて、経済効果が

高まっていく地域づくりをしていかなけれ

ばいけないと思っております。平成22年の

芝桜まつりへは１カ月で約30万7,000人来

たわけですが、愛知県内への経済効果が23

億と言われております。その辺をもっと高

め、近隣市町村へ大きく波及させるため、

その中で地域連携を保っていけるようにす

るには、道路のアクセス改善を痛切に感じ

たところでございます。三遠南信自動車道

については、引き続き東栄 IC、それから飯

田に向けて、１日も早い全線開通を願って

いるところでございます。 

 

阿南町 佐々木町長 

阿南町長の佐々木でございます。三遠南

信自動車道、あるいは新東名が開通した中

で、観光客の車のナンバーが大きく変わっ

てきました。新野の道の駅あたりで40％増

というご説明がありました。あそこへ来る

お客さんは、６割から７割ぐらいが県外者

で、浜松ナンバー、三河ナンバーが、ほと

んどを占めていたわけです。それが、新東

名、三遠南信の一部供用開始により、静岡

ナンバー、沼津ナンバーが非常に増えた。

非常に大きな伸びですし、26年に東海環状

の豊田東へ繋がり、今度は湾岸を通って三

重県や京都にもアクセスできると、人の流

れが丸きり変わっていく。道路の開通が、

大きな影響を与えたわけです。 

道路が開通することで、すごく世の中が

変わるんですけれども、一旦道路が通行止

めになると、浜松、三河ナンバーが来ない。

そうすると経済が成り立たない。それほど

必死な地域なわけでございます。 

豊根村と県境域をまたいで要望をしてい

るんですけれども、長野県の南、また、愛

知県の北東、そういうところは光が当たり

にくい部分で、非常に道の整備も遅れてい

るわけです。そういう中で、新東名と三遠

南信、飯田までつながるというのは遠いわ

けですけれども、できるだけ早い時期に供

用開始をいただきたい。こんなことを思っ

ております。 

 

喬木村 大平村長 

喬木村の大平と申します。三遠南信自動

車道の飯喬道路の第３工区に該当する村で

す。現在、飯田山本 IC から飯田東 IC まで

工事が進められておりまして、平成29年に

は供用開始になると予定をされております。

その後、喬木 IC まで工事用道路等が、新年

度に入って進められるということです。矢

筈トンネルまでの供用開始もリニアが通る

頃になるのではと思っておりますが、それ

より早くお願いしたいなと思っております。

アクセス道路は、県道が主体ですが、飯喬

道路の第３工区の中間地に、地域インター

をつくることで、下伊那、南信州の北部地

区の活性化につなげていこうと。天竜川沿

線、竜東一貫道路のところに、先線へ橋を

架けて中央道への連結を早め、リニア中間

駅へのアクセスを確実なものにしていく、

そんな要望をしております。 

また、当地方は、現在の景観を守りなが
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ら観光農業や農業等に力をいれています。

喬木村ではイチゴ狩りを40年近くやってい

るんですが、今年も５万人余来ていただき

ました。愛知県の方が多かったわけですけ

れども、道路が開通することで、さらなる

発展が期待できると思っています。そして、

自然を求めるということで、長期滞在型の

農業、クラインガルテン的なものをつくっ

て利用しております。それらを利用しなが

ら、交流人口を増やしていこうと進めてお

ります。リニア中央新幹線が通る、そして

飯田の中間駅ができれば、非常に流れが変

わってくるかと思います。ストロー現象に

ならないように、いろいろな方策を講じて

いるわけです。南信州の玄関口にふさわし

い状況を、つくり出す中で進めていかなけ

ればいけないと感じております。 

一旦事故、災害等がありますと、それに

連なって大きな影響を来すのが道路だと思

います。社会基盤の向上を図る意味におい

ても、三遠南信自動車道の早期開通、そし

て遠山郷の青崩道路の早期開通等を含めれ

ば、大きな災害にも対応できる道路になる

のではないかなと期待をしております。高

齢化の進む中で、知恵を出し合って、道路

と鉄道を生かす中で将来に向かっていこう

ということで進んでおります。ぜひその面

で社会資本の投下を早急にお願いしたいな

ということです。 

 

浜松商工会議所 御室会頭 

浜松商工会議所の御室でございます。私

からは、交通基盤整備に期待する効果につ

きまして、産業界の立場から２つの側面に

絞ってお話を申し上げたいと思っておりま

す。 

交通基盤の整備に期待する効果の一つは、

何といっても観光産業への波及効果だと思

っております。４月に新東名高速道路が県

内を開通いたしました。開通直後から県内

サービスエリアが大変混雑しておりまして、

地場産品、お土産品が飛ぶように売れてい

るというニュースが数多く報道されました。

また、遠州地域の各インターチェンジに近

いゴルフ場ですね。これと観光スポットは

どこも集客数が大幅な増加を示しているよ

うでして、これまで余り見かけなかった静

岡県の東部や県外ナンバー、この自動車の

割合がかなり増えたということです。高齢

化の一方で人口が減少し、浜松においても

地域活力の維持に向け、いかに交流人口を

増加させるかが喫緊の課題となっています。

観光資源の発掘、あるいはイベントの企画

とかプロモーションの方法など、ソフト面

の充実が問われているということですが、

やはり道路というハード面の整備が与える

インパクト、これは想像以上のものがある

という印象を今回強く持ったわけです。三

遠南信自動車道の全線が早く開通すれば南

北の軸が確立をされ、さらに新東名の東西

軸とつながることで、この沿線のエリアに

は期待を超える人の動きが生まれ、観光産

業の振興に寄与するのではと期待しており

ます。 

ちなみに、新東名高速の浜松サービスエ

リアに隣接した浜松フルーツパークという

施設がございます。浜松市の公共施設です

が、毎期赤字の連続で、存続させるか、廃

止するかという議論が交わされてきたわけ

です。ここへ来て、浜松サービスエリアに

スマートインターができ、新東名と接続さ

れる計画が持ち上がり、大変な重荷で、も

うやめようかと話していたのが、金の卵に

生まれ変わると。そんな予想もされており

ます。道路と観光産業振興との関係が非常

にわかりやすい事例ということで、ご紹介

をさせていただきました。 

次に、交通基盤整備に期待する二つ目の

効果は、人材交流の活発化による地域力の

向上です。浜松は東京と大阪のほぼ中間に
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位置しており、東海道本線、東海道新幹線、

国道１号線、東名高速道路と、日本の動脈

と呼ぶべき主要幹線がすべてこの浜松の地

を通っております。交通の利便性が高かっ

たことから、人と物、両面の往来、交流が

全国各地へと拡大をして、浜松は古くから

のものづくりが盛んなまちとして成長をし

てきた経緯があります。その代表的な話が、

紀州生まれの山葉寅楠が浜松を訪れた際に、

浜松尋常小学校の米国製のオルガンを修理

したということがきっかけで、その後、日

本初のオルガンの製造、そして楽器産業へ

の道を歩み、世界を代表する楽器メーカー

を生み出すということになったものですが、

ほかにも大正元年に開業した鉄道院、今の

ＪＲ浜松工場ですね。これも全国から有能

な技術者が集まり、工作機械の製作、溶接

技術、こういうすぐれた技術を育て、後の

ものづくり産業の基盤形成につながったと

いうこともございます。浜松では地元以外

の人間でも、分け隔てなく受け入れて、そ

の人材の力を地域の発展に生かしてきたと

いう土壌もございます。人材交流が盛んに

なればなるほど、新たなものを生み出すパ

ワーが増していくと思っております。その

意味から、道路基盤整備が進むことで人材

の交流が一層活発になれば、外部から新し

い知恵、柔軟な発想、これを取り入れるチ

ャンスも広がるわけです。それが新産業の

創出、また、新サービス、新商品の開発と

いう形で地域活性化につながるのではない

かと思っております。 

観光振興、人材交流と二つの面から交通

基盤整備に期待したいということで発言を

させていただきました。 

 

天竜商工会 平賀会長 

天竜商工会会長の平賀でございます。私

ども佐久間町川合地区は三遠南信自動車道

のインターができるところでございます。

今までは二俣町から北への入り込み客が主

流でしたが、これからは川合地区が北遠の

玄関口となるところでございます。今、引

佐浜松方面への交通基盤は、春にこの鳳

来・引佐の開通によって格段と便利になり

ましたが、そこから飯田へ抜ける国道473

号、152号線はすべてが切り立った山間の狭

い道路で、飯田との交流となると、まだ先

になるのではないかなと思います。 

先頃、原田橋ワイヤーが突然切れ、今24

時間体制で橋の両側に赤と白の旗を持った

人たちが見守ってくれております。乗用車

と４トン以下の車両は通れるのですが、そ

れ以上の車は通れない状態です。東栄町、

豊根村の方々は、集客が多くなったという

話を聞いて、うらやましく思っているので

すが、私どもの地域はこういった状態です。

この原田橋を、１日も早く大型車両が通れ

るようにしていただきたいということがま

ず一点です。 

もう一つは、佐久間から水窪の区間で道

路拡幅工事をやっていただいておるのです

が、この区間は、やはり山が非常に切り立

っているところですので、是非共トンネル

で通していただきたい。これが私たちの願

いでございます。とにかく１日も早く原田

橋を通るようにしていただきたいのが一番

の願いでございます。 

 

御前崎市商工会 阿形会長 

御前崎市の阿形でございます。私どもの

まちは静岡県でも一番南に位置するまちで

ございます。三遠南信と言われても、なか

なかぴんとこないというのが正直なところ

でございます。また、三河港の話も丁寧に

お聞きさせていただいたわけですけれども、

御前崎港という貿易港を市内の中に控えて

おりますので、何か複雑な気持ちでござい

ました。 

今日は事務局と車で来させていただきま
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した。ちょうど家を出てから２時間でござ

いました。非常に早くなったなと。浜名湖

のバイパスを通って、約80キロ弱ぐらいの

道のりでございました。御前崎市には国道

150号線が通っていますが、昔浜松に車で来

たころには、ちょうど私の家から浜松の南

口まで40キロでござました。１時間で来る

ことができました。しかし、今は1時間10

分ぐらいかかりますかね。なぜかなと考え

ましたら、150号線の道路の２車線化されて

いるところは御前崎市の半分ぐらいのみで

ございます。焼津市、静岡市に行けば150

号線、片側２車線、４車線とございますけ

れども、御前崎市内の半分ぐらいが片側２

車線の４車線ということで、後は私がよく

来た時分と道路幅もすべて同じでございま

す。150号線も２車線、４車線化にするだけ

の用地もありますので、早くそうしていた

だければ、１時間で浜松まで来られるよう

になるのではと感じているところです。 

それともう一つ。静岡県知事は、伊豆方

面のジオパークや、富士山の世界遺産、新

東名の山間地の産業、観光にすごく力を入

れています。最南端の陸の孤島と言われた

ところが、ますます孤島になっていく、そ

んな感がありますので、ぜひ国道150号線を

２車線化していただきたいと。金谷御前崎

線も静岡空港のところまでは、ほとんど自

動車専用道路になりましたが、静岡空港の

入り口から金谷の新東名のジャンクション

まで、できれば皆様方のほうから金谷のジ

ャンクションを通って、御前崎に足を運ん

でいただくことをお願いしたいと思います。 

 

田原市商工会 河合会長 

田原市商工会の河合です。田原市は三遠

南信のお話の中に入っても最南端というこ

とで、いかに23号バイパス、東名、新東名

につながるアクセスを充実させるかが共通

の問題であります。特に臨海部は縦貫道の

高規格化をお願いしたいということ。それ

から農業、観光は浜松三ヶ日・豊橋道路を

早期に計画道路の形で進めていただくこと

が、道路面では特に遅れている田原市にと

っては悲願であると思っています。 

今回、三遠南信自動車道の開通で気づい

たことが一つあります。田原は大変農業の

盛んなまちですが、実は東栄町を夏場のイ

チゴなど農作物で利用させていただいてい

ます。夏場の平均気温の差が約７度ありま

して、日本全体で考えますと東北の方まで

行かなければならないわけですが、実は目

と鼻の先に東栄町があると。今までの豊川、

新城を通るルートと比べまして、15分から

30分ぐらい時間が短縮されます。豊橋・三

ヶ日道路が国道42号、国道23号に連結すれ

ば、さらに15分、20分という時間の短縮と

なります。温度の違いが農業に関して、大

きなビジネスチャンスと捉えている方もた

くさんおります。どういう形で生かせるか

という部分で知恵を絞りながら、道路の開

通をお願いしたいと思います。 

 

泰阜村商工会 秦会長 

泰阜村商工会の秦和陽児でございます。

泰阜村は飯田市まで国道の一本もない村で

ございます。主要地方道が３本ありますけ

れども、そのうち２本の主要地方道はセン

ターラインがございません。県道１号線と

いうのが通っているんですが、それがセン

ターラインのある唯一の道路でございます。

今年の12月に未整備だった飯田地籍が整備

されまして、やっと飯田から大型バスが入

れるようになります。今まで小中学校の修

学旅行といいますと、下條の道の駅まで親

が子供たちを送り迎えして修学旅行に行っ

ていました。来年からはそれがなくなるの

かなと、そんな期待をしているわけでござ

います。 

県道１号線は、三遠南信自動車道の龍江
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にできるインターに接続すると思っており

ますが、そうなると中央道を通って名古屋

方面、また諏訪、東京、長野方面に行くに

は本当に具合が良くなると考えています。 

また、15年後に開通を控えておりますリ

ニア中央新幹線も、その駅に向かって、ま

た便が良くなるのかなと思っておりますし、

アクセス道路の整備をこれからもしていか

なければいけないと思っております。三遠

南信自動車道とリニア中央新幹線が開通し

た暁には、この南信州の地域が遠州三河の

皆さんにとって北の玄関になるのではない

かと思っております。また、そうなるべく

我々南信州の人間も地域開発、そして皆さ

んが本当に北の玄関だと思っていただける

ような地域づくりをしていかなければいけ

ないなと、今そんな話をしているところで

ございます。 

また、国道151号線も長野県内の整備をも

っと早く進めていただき、安全な道にして

ほしいなと考えております。県道の改良も、

ＪＲを横断するときに交渉等で非常に手間

がかかります。お隣の阿南町に行くにも飯

田線を通るわけですが、それがスムーズに

いけば、もっと早く開通できるのではない

かなと思っているわけです。 

いずれにしても、こういった道路整備は、

本当に地域の活性化になるということです。

天龍峡地域、下條村、泰阜村、阿南町等で

天龍峡 IC 周辺地域活性化推進協議会をつ

くっておりまして、開通の際にはどういう

ようになるべきか研究をしたり、名鉄、遠

州鉄道にもバス停設置の陳情をしたことも

ございます。とにかくこの道が開通するこ

とによって、三遠地域の皆さんとの人的交

流からいろいろな面の交流を期待している

ところでございますので、１日も早い開通

を望んでおります。 

 

ＮＰＯ法人てほへ 伊藤理事長 

皆さん、こんにちは。ＮＰＯてほへの伊

藤と申します。「てほへ」というのは花祭り

のかけ声から来た名称です。和太鼓集団「志

多ら」という団体が東栄町に拠点を設けて

おりまして、設置20年たったところで、町

と一緒に何かをしたいという熱いメンバー

の意見がありました。ＮＰＯ化して地域お

こしのお役に立てればというような形で、

２年前に設立し、今年で３年を迎えている

ところです。 

道路が整備されることの効果については、

もちろん東栄町もその恩恵にあずかってお

り、かなり遠くの方にお見えいただいてい

るのが実情です。三遠南信道路が開通して

間もなく５月の終わりに、東栄町でチェー

ンソーアート大会が開催されましたが、こ

のときの来場された方の範囲もかなり広く

なったように感じておりました。遠くは静

岡市、あるいは尾張のほうからもお見えい

ただいて、楽しんでいただきました。 

ただ、行動範囲が広くなることで、町民

の皆さんも行動範囲が広くなり、流出をし

てしまうと心配をしているところもありま

す。そこで、てほへとしてどんなことをや

っているかといいますと、東栄町にお見え

になった方が、長く滞在していただけるよ

うな取り組みを考えております。例えば、

滞在して楽しめる場所をつくろうと、空き

家をお借りして、整備し、そこに人が集れ

るような環境を整えようではないかという

ことで、資金繰りに苦労しながらも少しず

つ進めています。近いうちに作業小屋が一

つ完成予定ですので、それを拠点に次のこ

とを考えていきたいと思っています。同時

に、もう一つは東栄町廃校を利用させてい

ただいて、「のき山市」という交流会を開催

したのですが、町内会から多くの皆さんが

来て、楽しんでいただきました。 

皆さんに来ていただけるような環境づく

りに努めながら、志多らのメンバーを中心
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に交流会を進めていく。終わったら東栄温

泉でもご利用していただくとか、そのよう

なイベントを今後も考えていきたいと思っ

ております。 

 

ＮＰＯ法人地域づくりサポートネット 

山内理事長 

地域づくりサポートネットの山内と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

私どもは、地域づくりとか協働のまちづ

くりを、国、県、市町村、企業、市民団体

と広域の連携で繋ぎ、中間支援することを

目的に活動しているＮＰＯです。 

効果と課題の話の前に、一つだけ文句を

言わせていただきたいと。ＮＰＯも三遠南

信住民ネットワーク協議会を６月１日に立

ち上げました。2005年の浜松のサミットか

ら住民団体も、このお仲間に入れていただ

きながら、議論させていただく場も与えて

いただきながら、一緒になって三遠南信の

整備促進を考えていこうと協力してきまし

た。今年の６月、地域とか感覚の違いがあ

る中で、みんなで月に一遍ボランティアで

集まって、会則等を議論し、事業計画を考

え、立ち上げたんですが、全体会の三遠南

信サミットの歴史とか広域連携の成果の中

で、一切書かれていないんです。何なんだ

これはと。今日も住民セッションを午前中

やって、いろいろな形で繋がっていこうと

言っているのに、なぜ認知されていないの

かと。非常に残念でなりません。 

今日の住民セッションの中でも三遠南信

自動車道の整備、新東名の開通もあわせて、

やはり意識的に距離が近くなったと。飯田

のほうから来られる方も30分近くなったよ

と。だからもっと交流できるねとなりまし

た。それをさらに地域の元気のもととして、

お金も落ちる、稼ぐという。浜名湖サービ

スエリアに共同出展して、各県域からそれ

ぞれ出て物を売ろうというアンテナショッ

プの計画も、着々と住民団体レベルで動い

ております。そんな形で、少しずつ交流が

活発化してきているという効果はあります。 

あわせて震災以後、住民団体も道の重要

性をつぶさに感じているところです。そん

な中で、住民ネットワーク協議会も、「ここ

が楽しい辞典シリーズ」という冊子を印刷

して、それをみんなで売り合おうというこ

とでやり始めました。または、天竜川の県

境を越えたエコツアーをやってみようとい

うことで、少しずつ動いています。まだ道

は繋がっていないけれども、少しずつ動き

始めていると。そう気持ちが変わってきて

いる、というのが一番大きな効果かなとい

うのがあります。 

課題は、３点あるかなと思います。一つ

は三遠南信自動車道の間が繋がらないとい

うこと、三ヶ日・豊橋道路の促進というこ

とです。 

二つ目は、都市機能が集積する都市部か

らのアクセス。とりわけ浜松からのアクセ

スが非常にまだまだ悪いと。三遠南信とい

っても、都市部との繋がりが薄いという。

そこら辺のアクセスをどう改善するか、物

流、医療、買い物、観光、いろいろな形で

都市部と中山間地域、それを越えて飯田と

どう繋がっていくかは、浜松の課題なのか

なと思います。繋がり方にも、色々なルー

トが考えられると思います。例えば、浜松

浜北 IC から天竜川の堤防沿いにもうちょ

っと拡幅して、そこからずどんと南へぶつ

かれば、時間距離としては非常に早いかと

思います。それを国道１号線から国道150

号までぶつけるという。そういうことにな

れば、磐田、袋井、さらには御前崎、そう

いったところとの繋がりも、三遠南信のつ

ながりも、もっとできてくるのかなと思い

ます。浜松河川国道事務所の所管ですので、

河川の堤防敷の有効活用をしながら、アク

セス道路というのはどうなのかなと。 
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また、三遠南信自動車道は無料の高規格

道路ですので、パーキングエリア、サービ

スエリアがない。ということは、道路情報

や地域情報をもらったり、トイレ休憩した

りするところがない。だったらインターチ

ェンジのところに、道の駅機能があって、

そこで休憩したり情報を得たりする。それ

を地域に還元していくことも考えていくべ

きではないかと。鳥取自動車道などは無料

の高速道路で、国のほうで、道の駅に誘導

するという社会実験もやっていました。沿

線のインターをうまく活用していくことを、

今から考えていったらどうか、と思います。 

三つ目には、自動車道が開通しますと、

そこに行って何かができる、目的地化して

いないと通過してしまう可能性が大きいと

いうことです。例えば、伊豆の方でも、伊

豆縦貫自動車道の本格供用に向けた、立ち

寄りのための社会実験をやったりしていま

す。早く着くがゆえに途中で立ち寄りさせ

る、そういった取り組みも沿線地域、地域

で準備していかないと。便利になるから、

人が流出して心配だというお話もありまし

た。やはり道も必要だし、道の沿線でそう

いった工夫をする必要もあるのかなと。先

ほど、新野のクラインガルテンの例があり

ましたが、かなり遠方から来るようになっ

て、静岡ナンバーも増えたと。そういった

効果があるわけですが、ちゃんと目的地を

つくって、頻繁に行くためには、良い道を

使っていく、こういった取り組みができれ

ば、国の中でも自動車道の整備の優先順位

が高まっていくと感じております。住民レ

ベルで連携して、地域を元気にしていきた

いなと思っていますが、やはりサミットの

中でも住民の連携組織、ネットワーク協議

会もあるということを認知していただきな

がら、うまくつき合っていっていただきた

い、そうお願いしたいと思います。 

 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

以上をもちまして、一通りご意見いただ

きました。質問とかご意見、ここのところ

を言っておきたいなということがあれば。 

 

ＮＰＯ法人地域づくりサポートネット 

山内理事長 

実は私どものＮＰＯで、昨年度から中部

ブロックの道の駅の連絡会の事務局をやる

ようになりました。愛知県のＮＰＯと岐阜

県のＮＰＯ３団体が連携してやっています。

私どもは静岡県を担当していますが、取り

組みが単なる物売りに変わっているという

ことで、道の駅の情報提供を充実すべしと

いう意見が出ております。静岡県ブロック、

愛知県ブロックとか、ブロックでやってい

るんですが、道の駅同士の連携ということ

が議論させております。そこで、県境を越

えた中で三遠南信の色々なことを紹介し合

うのを、まず道の駅から始めたらどうなの

かなと。「道」のテーマの中でも道の駅は、

一つのポイントになるところだと思います

ので、意識的にＳＥＮＡで声をかけていた

だきながら連携していくことができればと。

国交省から道の駅の有効活用と言われてお

ります中で、情報の部分、物の交流の部分

で道の駅から始めるのはどうか。提案の中

につけ加えさせていただきたいと思います。 

 

コーディネーター／豊橋市 佐原市長 

ありがとうございました。それでは意見

交換の取りまとめをさせていただきます。 

まず１点目といたしましては、三遠南信

自動車道の整備により中央自動車道、東名、

新東名、浜松三ヶ日・豊橋道路、三遠伊勢

連絡道路（伊勢湾口道路）リニア新幹線と

連絡して、新たな繋がりをつくる。そんな

交流ネットワークが形成できていくであろ

うということ。 

２点目といたしまして、三遠南信地域の
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産業のさらなる活性化、これは力の道です

ね。地域と地域を結び、そして海外へもつ

なげるために三河港、御前崎港とのアクセ

ス向上が必要であるということ。 

３点目、これは災害に対して命、絆の道

だと思いますが、東日本大震災で高規格幹

線道路が大きな成果を発揮しました。医療

機関への搬送路、そして災害時の緊急輸送

路となる命をつなぐ道として、ミッシング

リンクとなっている三遠南信自動車道の整

備促進は喫緊の課題であると思います。 

４点目、こうした繋がりは自治体の枠を

越えて考えなければいけない。この三遠南

信という大きな繋がり、そして外のつなが

りに向けて目を向けた取り組みをする必要

があると思います。繋がることで、命の交

流、文化の交流、人と人との交流、技術の

交流、いろいろなタイプの交流を大いに増

進させていく、それが道であるというよう

に思います。こうした取り組みを実現する

ため、各期成同盟会等の継続的な要望活動、

キャンペーン等の実施をする。同時に、各

団体の要望活動をＳＥＮＡが把握し、効果

的なアピールができるよう検討していきた

いと思います。 

以上、皆様方のご協力により、円滑かつ

内容の濃い意見交換を行うことができまし

た。お礼を申し上げたく思います。ありが

とうございました。 




